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	 今月から、spring	 semester	 が始まりそろそろとても長い期間だと思っていた留学生活の終わり

が見えてきた感じがします。話は代わり最近の気候についてなのですが、1 月に入ってから非常に

寒くなったと感じています。なので、今後しっかりと体調には気をつけたいと思います。今回の報

告書では主にspring	 semesterで取っている科目についての報告を行いと思います。	 

	 

PSYC 201-Intro to Social Psych 
このクラスは、社会心理学の授業です。社会心理学は、今まであまり深く学習してきてなかったのでこ

の機会に受けようと思い選びました。授業形態としては、主にレクチャーの形式で進められます。また

授業中に簡単なディスカッションや、クイズもあり楽しんで授業を受けています。しかし、毎週クイズ

がありそのクイズで高得点を取るためには、大量の reading がしなければならないので大変苦労してい
ます。 
 
PSYC 216-Child Psychology 
このクラスは、発達心理学等、子供に関しての心理学の授業です。この分野は、単に興味があったので

取る事にしました。授業形態は、レクチャー形式で進められます。この授業の特徴としては、授業の内

容ごとに先生が交代されるという事です。それぞれの分野専攻の先生方が講義をしてくださるので、毎

回講義の内容が深く、非常にいい授業であると思います。このクラスもほぼテストの点数のみで成績が

つけられます。 
 
PSYC 224-Cognitive Psych 
このクラスは、先学期に取っていたものと同じです。先学期は、他の授業が大変忙しかったことと、講

義内容の英語のレベルが高かった事で落としてしまったのでもう一度取る事にしました。今回は、以前

と比べ明らかに内容が聞き取れるようになっているので英語力の成長を感じます。 
 
ESL115 Academic Writing 
このクラスは、以前取っていた ESL114 の一つ上のクラスです。授業形態は、以前のものと同じで講義
とディスカッションから成っています。ただ、ESL114と比較すると授業内容は、格段に難しくなってい
ます。以前よりも内容がより細かいものに成っているので、この授業を通して英語の運用能力をより確

かなものにしていきたいと思います。 
 
以上が取っている授業なのですが、これ以外にESLの先生からの紹介で英語のGrammarの tutoringの
クラスを取る事になりました。これは、英語の教職？を取っている生徒の授業の課題だそうでこれから

週に１度行う事になりました。まだ始まってはいないので詳細は分かりませんがこのクラスを通して更

なる英語能力の向上を図っていきたいと思います。 
 
以上で報告を終わります。 


